
●第10回通常総代会開催
●収入保険
　新たな仕組みが始まります

●水稲共済
　被害申告の受け付けを
　開始します

●園芸施設共済
　台風シーズン到来！

●家畜共済
　疾病傷害共済が
　見直されました

NOSAIのマスコット　ノーサイくん

農の力を未来へつなぐ

山口県農業共済組合

令和５年（2023年）

第 34号



組合長　東 信男 議長　林 茂樹 総代 祝辞　三坂啓司 山口県農林水産部長

第
10
回
通
常
総
代
会
開
催

令
和
５
年
６
月
20
日
、
山
口
南
総
合
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
第
10
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
代
総
数
２
０
０
人
中
、
本
人
出
席
51
人
、
書
面

出
席
１
４
６
人
、
合
計
１
９
７
人
で
し
た
。

議
長
に
は
、
萩
市
の
林
茂
樹
総
代
が
選
任
さ
れ
、

提
出
し
た
13
号
議
案
に
つ
い
て
審
議
い
た
だ
き
、
す

べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

●�

第
１
号
議
案	

令
和
４
年
度
事
業
報
告
書
、財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分（
案
）、

不
足
金
処
理（
案
）の
承
認
の
件

●
第
２
号
議
案	

役
員
選
任
の
承
認
の
件

●�

第
３
号
議
案	

損
害
評
価
会
委
員
選
任
の
承
認
の
件

●�

第
４
号
議
案	

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
選
任
の
承
認

の
件

●�

第
５
号
議
案�

令
和
５
年
度
役
員
報
酬
の
支
給
額
並
び

に
支
給
方
法
の
承
認
の
件

●�

第
６
号
議
案�

令
和
５
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
調
整

評
価
員
、
共
済
部
長
、
女
性
部
会
委
員
及
び
顧
問
弁
護

士
の
報
酬
支
給
額
並
び
に
支
給
方
法
の
承
認
の
件

●�

第
７
号
議
案�

農
作
物
共
済
勘
定
特
別
積
立
金
取
崩
し

額
の
承
認
の
件（
損
害
防
止
委
託
に
係
る
取
崩
し
）

●�

第
８
号
議
案�
借
入
金
最
高
限
度
額
、
借
入
条
件
及
び

償
還
方
法
の
承
認
の
件

●�

第
９
号
議
案�

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
承
認
の
件

●�

第
10
号
議
案�

危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
設
定
・
適
用

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
見
直
し
に
伴
う
疾
病
傷
害
共
済
の
激

変
緩
和
措
置
の
運
用
の
承
認
の
件

●�

第
11
号
議
案�

令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定
並
び
に

事
務
費
賦
課
額
、
賦
課
方
法
の
承
認
の
件

●�

第
12
号
議
案�

事
業
規
程
の
一
部
変
更
の
承
認
の
件

●�

第
13
号
議
案�

総
代
会
・
総
会
議
事
運
営
規
則
の
一
部

変
更
の
承
認
の
件

●
付
帯
決
議

農業共済功績者（敬称略）
　　左から　防府市　中村　正規
　　　　　　萩　市　山本　満雄
　　　　　　長門市　角屋　正治
　　　　　　美祢市　山田　孝治

山口県農業共済組合長表彰
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令和４年度事業報告と決算報告

令
和
４
年
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
や
円
安
に
よ
る
肥
料
や
飼
料
等

の
価
格
高
騰
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
販
路
の
喪
失
等
、
収
入
の

減
少
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
局
地

的
な
集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
各
地
で
自
然

災
害
が
頻
発
し
、
農
業
経
営
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
変
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

本
県
で
は
、
田
植
時
期
の
水
不
足
に
よ
る

移
植
不
能
耕
地
の
発
生
、
イ
モ
チ
病
の
発
生

に
よ
る
被
害
、
台
風
11
号
及
び
14
号
に
よ
る

水
稲
の
倒
伏
被
害
、
園
芸
施
設
の
倒
壊
等
の

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
組
合
で
は
共
済
金
の

早
期
支
払
い
、収
入
保
険
の
つ
な
ぎ
融
資
等
、

迅
速
な
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
令
和
５
年
よ

り
、
総
合
性
・
地
域
性
を
踏
ま
え
た
加
入

推
進
、
人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上
、

事
業
運
営
基
盤
の
強
化
、
広
報
・
広
聴
活

動
の
強
化
を
柱
と
し
た『「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

サ
ポ
ー
ト
運
動
』が
始
ま
り
ま
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ａ
Ｉ
山
口
も「
安
心
を
す
べ
て
の
農
家
に
届

け
よ
う
」を
合
言
葉
に
、
農
業
経
営
安
定
の

た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
国
の

農
業
災
害
対
策
の
基
幹
と
し
て
の
役
割
を

万
全
に
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●収益と費用の状況 （令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

《収益》

《費用》

掛金・交付金
829,313,465円

その他の事業収入
519,569,127円

受取補助金
624,697,371円

賦課金56,309,983円
その他業務収入190,197,280円診療収入178,858,838円

保険金72,399,257円

保険料
134,136,326円

その他事業支出
354,275,054円

家畜診療所運営費
258,147,736円

当期剰余金
-4,537,112円

支払共済金
668,656,834円

組合運営費
1,060,666,483円

●事業報告
共済種類 引受数量 共済金額（千円） 支払共済金（円）

農 作 物 （ 水 稲 ・ 麦 ） 10,504ha 7,658,110 95,951,605

家 畜 （ 死 廃 ・ 病 傷 ） 69,736頭 9,849,066 274,483,600

果樹（うんしゅうみかん・なし） 19ha 34,327 860,280

畑 作 物 （ 大 豆 ） 78ha 10,323 825,311

園 芸 施 設 3,077棟 3,189,808 12,843,755

建 物 35,893棟 376,401,600 187,296,868

農 機 具 8,561台 17,740,880 96,334,089

保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 2口 2,000 0

合 計 － 414,886,114 668,595,508
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令和５年度組合実施方策

●事業計画

●業務収支予算

●診療所収支予算

共済目的 引受数量 共済金額（千円）
農 作 物 （ 水 稲 ・ 麦 ） 9,675ha 7,064,164
家 畜 （ 死 廃 ・ 病 傷 ） 69,382頭 9,732,033
果樹（うんしゅうみかん・なし） 19ha 30,568
畑 作 物 （ 大 豆 ） 45ha 7,130
園 芸 施 設 3,191棟 3,262,880
建 物 36,049棟 377,992,950
農 機 具 8,620台 17,868,290
保 管 中 農 産 物 補 償 共 済 2口 2,000
合 計 － 415,960,015

《支出》 《収入》
合計

830,511
（単位：千円）

前年度繰越金 9,904

受取補助金 466,108
人件費 580,955

賦課金 54,561

その他の収入 24,297
事業勘定受入 194,269

受取利息 40,974

事務費 29,302
業務費 60,476
普及推進費 22,918

損害評価費 22,259
施設費 52,263

受託収入 40,398

その他の支出 48,446
損害防止費 13,892

《支出》 《収入》
合計

259,621
（単位：千円）

診療収入 172,125

業務勘定受入 4,104

診療人件費 170,068

一般旅費 1,850
診療所維持費 14,017
往診費 8,186
医療品消耗費 49,045
その他の支出 16,455

診療所受取補助金 83,392
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損
害
評
価
会
委
員

（
任
期
：
令
和
５
年
７
月
１
日
～
令
和
８
年
６
月
30
日
）

●
学
識
経
験

　
宮
田　
明
義

　
（
元
農
林
総
合

	

技
術
セ
ン
タ
ー
部
長
）

　
片
川　
　
聖

　
（
元
農
林
総
合

	

技
術
セ
ン
タ
ー
部
長
）

　
井
上
浩
一
郎

　
（
元
農
林
総
合

	

技
術
セ
ン
タ
ー
室
長
）

　
梅
田　
信
次

　
（
元
農
政
事
務
所
食
糧
部
）

　
鍛
治
原　
寛

　
（
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
小
橋
口
慎
哉

　
（
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
山
本　
顕
司

　
（
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
）

　
小
川　
賀
雄

　
（
県
畜
産
振
興
課
長
）

　
中
間　
實
徳

　
（
山
口
大
学
名
誉
教
授
）

　
金
子　
　
信

　
（
建
築
事
務
所
取
締
役
）

●
東
部
地
区

　
藤
本　
敏
実（
岩
国
市
）

　
粟　
　
春
雄（
岩
国
市
）

　
榎
本　
耕
大（
岩
国
市
）

　
吉
岡　
　
紀（
柳
井
市
）

　
重
村　
愼
二（
柳
井
市
）

　
田
中　
博
通（
平
生
町
）

　
佐
伯　
育
夫（
周
南
市
）

組
合
長
理
事
　
東
　 

信 

男

は
じ
め
に
、
こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
復

旧
再
起
に
向
け
、
迅
速
な
損
害
評
価
と
共
済
金
、
保
険
金

等
の
早
期
支
払
い
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ
り
農
業
保
険
事
業
へ
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

現
在
、
食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の
高
ま
り
等
に
よ

り
、
国
内
で
の
生
産
向
上
を
図
る
動
き
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。
農
産
物
価
格
の
低
迷
や
生
産
資
材
が
高
騰
し
て
い
る

な
か
、「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
為
す
」の
言
葉
に
倣
い
、

収
入
に
見
合
っ
た
農
業
経
営
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
災
害

に
備
え
よ
り
補
償
の
充
実
し
た
青
色
申
告
の
収
入
保
険
、

白
色
申
告
で
の
帳
簿
全
相
殺
方
式
の
加
入
を
お
勧
め
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
自
然
災
害
等
リ
ス
ク
へ
の

備
え
だ
け
で
な
く
、
適
正
な
価
格
形
成
の
発
信
や
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
削
減
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
た
ち
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
は
、
今
年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
よ
り

身
近
に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の
も
と
へ
」
を
合
言
葉
に
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
皆
さ
ま
に
安
心
を
お
届
け
し
て
ま

い
り
ま
す
。

農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
向
け
て

●
中
部
地
区

　
平
生　
成
志（
防
府
市
）

　
案
野　
稔
宣（
山
口
市
）

　
林　
　
賢
治（
山
口
市
）

　
中
村　
𠀋
二（
山
口
市
）

　
平
岡　
　
武（
山
口
市
）

　
金
子　
　
悟（
宇
部
市
）

　
山
﨑　
英
雄（
山
陽
小
野
田
市
）

●
北
部
地
区

　
山
根　
保
彦（
山
口
市
）

　
來
島
喜
代
槌（
萩　
市
）

　
矢
次　
利
典（
萩　
市
）

　
田
中　
敏
雄（
阿
武
町
）

●
西
部
地
区

　
坂
本　
重
一（
下
関
市
）

　
安
成　
英
生（
下
関
市
）

　
竹
永　
　
寛（
下
関
市
）

　
安
冨　
伸
一（
下
関
市
）

　
上
野　
忠
一（
長
門
市
）

　
大
村　
康
彦（
長
門
市
）

　
永
嶺　
克
博（
美
祢
市
）

　
小
林　
唯
男（
美
祢
市
）

理事
香川　茂美
（山口市）

監事
山本　孝男
（下関市）

理事
横沼　義孝
（山口市）

監事
杉山　泰啓
（岩国市）

理事
中村　哲郎
（防府市）

代表監事
福江　博文
（防府市）

理事
古谷　幸男
（周南市）

理事
松井憲一郎
（美祢市）

理事
齋藤　貴之
（柳井市）

理事
新久保克己
（下関市）

理事
下辻　秀樹
（岩国市）

理事
中野　英志
（宇部市）

副組合長理事
福本　信亮
（下関市）

理事
木村　武志
（山口市）

組合長理事
東　信男
（長門市）

理事
仁保　正美
（萩市）

役
員
（
任
期
：
令
和
５
年
７
月
１
日
～
令
和
８
年
６
月
30
日
）
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●
岩
国
・
和
木
１
区

　
村
岡　
　
侑

　
坂
本　
三
郎

　
岩
重　
辰
彦

　
長
尾　
善
正

　
倉
田　
正
史

　
兼
本　
征
朗

●
岩
国
・
和
木
２
区

　
田
中　
一
晃

　
村
田　
良
式

　
佐
崎　
恭
児

　
河
平　
悦
司

　
柳
原　
博
美

　
林　
　
聖
文

●
岩
国
・
和
木
３
区

　
山
本　
光
則

　
合
同
会
社

　
　
榎
本
牧
場

　
中
村　
　
隆

　
松
本　
博
明

　
岡
川　
昇
二

　
寺　
　
篤
志

●
周
防
大
島

　
安
本　
貞
敏

　
藤
岡　
正
一

　
川
地　
　
守

　
吉
村　
満
雄

●
柳
井

　
中
元　
茂
雄

　
山
本　
勝
則

　
有
限
会
社
友
進

　
農
事
組
合
法
人

　
　
お
お
さ
こ

　
農
事
組
合
法
人

　
　
あ
い
さ
い
の
里

　
河
村　
壽
雄

　
山
本　
利
雄

　
檜
垣　
　
巖

●
平
生
・
上
関

　
新
升　
久
人

　
田
代　
　
敦

　
吉
崎　
秀
和

●
田
布
施

　
田
中　
和
彦

　
小
坂　
竜
一

　
出
上　
憲
男

●
光

　
株
式
会
社

　
　
石
城
の
里
フ
ァ
ー
ム

　
平
岡　
茂
一

　
藤
本　
準
一

　
田
村　
英
智

　
藤
田　
一
男

　
合
同
会
社

　
　
光
緑
匠

●
下
松

　
岡
田　
義
典

　
熊
田　
啓
一

　
田
村　
泰
彦

●
周
南
１
区

　
（
有
）サ
ン
シ
ュ
ウ

　
山
崎　
光
夫

　
長
廣　
修
平

　
西
村　
　
明

　
山
下　
敏
彦

　
中
野　
政
弘

　
農
事
組
合
法
人

　
　
あ
ど
う
じ

●
周
南
２
区

　
藤
井　
　
孝

　
佐
伯　
育
夫

　
笠
井　
保
雄

　
友
森　
福
雄

　
櫛
部　
　
宏

　
野
村　
邦
幸

　
村
木　
　
実

●
防
府
１
区

　
石
丸　
信
一

　
木
村　
　
傳

　
宇
多
村
史
朗

　
吉
本　
典
正

　
三
戸　
義
明

　
吉
延　
元
彦

●
防
府
２
区

　
農
事
組
合
法
人

　
　
切
畑
フ
ァ
ー
ム

　
農
事
組
合
法
人

　
　
上
り
熊

　
荒
瀬　
正
則

　
中
村　
正
規

　
田
中　
和
男

●
山
口
１
区

　
末
永　
利
男

　
中
尾　
秀
秋

　
藤
原　
敏
郎

　
田
中　
光
明

　
河
内　
　
豊

　
中
野　
芳
昭

●
山
口
２
区

　
原
田　
敏
成

　
金
光　
弘
成

　
西
村　
克
己

　
藤
井　
清
孝

　
田
邊　
文
雄

　
粟
谷　
強
志

●
山
口
３
区

　
伊
藤　
貞
夫

　
小
田　
秀
昭

　
池
田　
延
行

　
平
岡　
　
武

　
古
屋　
元
明

　
竹
重　
政
雄

　
古
屋　
暢
弘

　
斉
藤　
正
己

　
平
田
日
出
夫

●
山
口
４
区

　
福
田　
政
美

　
中
村　
博
隆

　
石
野　
完
治

　
林　
　
邦
夫

　
井
原　
　
治

　
齊
藤　
慎
治

●
宇
部

　
西
村　
和
展

　
大
空　
　
恒

　
農
事
組
合
法
人

　
　
あ
い
の
う
木
田

　
農
事
組
合
法
人

　
　
ふ
る
さ
と
吉
見

　
畑
口
百
合
巳

　
岡
田　
勝
二

　
金
子　
　
悟

　
内
野　
敏
幸

　
松
田　
滋
昭

　
中
尾　
啓
治

　
上
田　
和
義

●
山
陽
小
野
田

　
西
岡　
信
之

　
木
村　
芳
則

　
峰
永　
龍
男

　
田
尾　
光
一

　
森
重　
徹
男

　
中
嶋　
正
男

　
段
田　
恭
範

●
山
口
５
区

　
河
村　
文
雄

　
三
輪　
保
夫

　
三
戸　
泰
隆

　
堀　
　
裕
道

　
柏
村　
秀
夫

　
山
根　
武
夫

●
阿
武
萩
１
区

　
株
式
会
社

　
　
ｉ
Ａ
Ｒ
Ｕ

　
農
事
組
合
法
人

　
　
木
間
の
郷

　
榎
谷　
隆
夫

　
林　
　
安
政

　
永
田　
勝
利

　
天
賀　
保
義

●
阿
武
萩
２
区

　
農
事
組
合
法
人

　
　
た
た
ら
大
地
紫
福

　
農
事
組
合
法
人

　
　
羽
賀
台
共
同
生
産
組
合

　
増
山　
要
次

　
農
事
組
合
法
人

　
　
お
お
じ
も
フ
ァ
ー
ム

　
福
本　
久
志

　
藤
野　
克
己

　
農
事
組
合
法
人

　
　
こ
ぶ
し

●
阿
武
萩
３
区

　
農
事
組
合
法
人

　
　
う
も
れ
木
の
郷

　
農
事
組
合
法
人

　
　
な
ご
フ
ァ
ー
ム

　
茂
刈　
克
巳

　
農
事
組
合
法
人

　
　
下
田
万

　
農
事
組
合
法
人

　
　
本
郷
原

　
品
川　
和
司

　
林　
　
茂
樹

●
下
関
１
区

　
本
田　
清
美

　
松
永　
　
進

　
中
川　
敏
明

　
植
野　
秀
昭

　
熊
野　
芳
夫

　
勝
谷　
修
治

　
中
田　
勝
明

　
久
保
村
勝
則

　
林　
　
義
之

　
坂
本　
重
一

　
村
上　
達
己

　
永
尾　
利
男

●
下
関
２
区

　
伊
藤　
　
保

　
林　
　
文
男

　
久
岡　
孝
男

　
伊
田　
昭
則

　
内
野
龍
太
郎

　
佐
貫　
禮
治

　
石
永　
寿
則

　
竹
永　
　
寛

●
下
関
３
区

　
内
田　
俊
幸

　
小
林　
　
章

　
福
村　
政
美

　
古
西　
久
人

　
辻
村　
辰
己

　
岡
村　
征
男

　
福
澄　
　
勲

　
白
石　
龍
夫

　
西
嶋　
時
廣

　
秋
枝　
責
雄

　
熊
井　
吉
夫

　
安
冨　
伸
一

●
長
門
１
区

　
篠
原　
　
清

　
長
井
健
次
郎

　
大
田　
博
雅

　
上
野　
忠
一

　
尾
崎　
邦
彦

　
宮
本　
　
徹

●
長
門
２
区

　
岡
﨑　
一
一

　
中
野　
保
之

　
西
岡　
正
則

　
江
里　
正
人

　
大
村　
康
彦

　
垰
村　
　
浩

　
上
田　
敏
晴

●
美
祢
１
区

　
髙
橋　
郁
男

　
大
野　
郁
夫

　
村
中　
崇
治

　
井
上　
兼
夫

　
奥
田　
定
夫

　
山
本　
　
篤

　
水
島　
哲
男

　
豊
島　
正
雄

●
美
祢
２
区

　
斉
藤　
　
寛

　
山
田　
孝
治

　
阿
野　
一
俊

　
柳
井　
清
治

　
馬
屋
原
眞
一

　
小
林　
唯
男

総
代
（
組
合
員
の
代
表
）

（
任
期
：
令
和
５
年
５
月
７
日
～
令
和
８
年
５
月
６
日
）
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収入
保険班

収
入
保
険

新
た
な
仕
組
み
が
始
ま
り
ま
す

保険料 積立金 合計
基本タイプ

（保険方式80％・積立方式10％）
8,500円 22,500円 31,000円

新タイプ
（保険方式90％・積立方式なし）

17,700円 — 17,700円

新たな補償タイプの保険料等（基準収入金額が100万円の場合）

令和６年から始まる新たな仕組み

農
家
の
皆
さ
ま

が
安
心
し
て
営
農

継
続
で
き
る
よ
う

に
、
甚
大
な
気
象

災
害
を
受
け
た
年

の
収
入
実
績
を
、

平
年
の
収
入
の
８

割
ま
で
補
正
す
る

特
例
が
適
用
で
き

ま
す（
適
用
に
は
、

市
町
村
が
交
付
す

る
被
災
証
明
な
ど
、

被
災
状
況
を
確
認

で
き
る
も
の
が
必

要
で
す
）。
翌
年

の
基
準
収
入
へ
の

影
響
を
緩
和
す
る

こ
と
が
で
き
る
の

で
安
心
で
す
。

甚
大
な
気
象
災
害
の

被
害
を
受
け
た
際
の

影
響
を
緩
和
す
る
特
例

仕組み１１

加
入
者
か
ら
の
積
立
金
の
負
担
軽
減
を
求
め
る
声
か
ら
積

立
金
な
し
で
収
入
の
9
割
ま
で
補
償
が
で
き
ま
す
。

保
険
方
式（
掛
け
捨
て
）の
み
で

収
入
の
９
割
ま
で
の
補
償
が

で
き
る
新
た
な
タ
イ
プ

仕組み２２

こ
れ
ま
で
は
２
年
分

の
青
色
申
告
の
実
績
が

加
入
要
件
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
青
色
申
告
に

切
り
替
え
て
も
、
す
ぐ

に
収
入
保
険
に
は
加
入

で
き
ず
翌
々
年
か
ら
の

加
入
で
し
た
。
し
か

し
、
青
色
申
告
へ
の
切

り
替
え
を
促
進
す
る
観

点
か
ら
必
要
実
績
が
短

縮
さ
れ
ま
す
。
青
色
申

告
申
請
の
翌
年
か
ら
加

入
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

１
年
分
の
み
の

青
色
申
告
実
績
で

収
入
保
険
に
加
入
可
能

仕組み３３

1年

75％

2年

80％

3年

85％

4年

88％

5年

90％

青色申告の提出年数

補償割合

収入
100万円

収入
100万円

収入
100万円

収入
100万円 収入

補正後
補正前

補正後

過去５年間の収入金額 保険期間の基準収入
災害

令和元年 ２年 ３年 ４年 ５年
※基準収入の８割まで上方修正

６年

【災害特例のイメージ】

収
入
減
少

収
入
減
少

基本のタイプ 新たな補償のイメージ

基準収入

支払率
（９割を上限として選択）

支払率
（９割を上限として選択）

100％
自己責任部分

特約補填金

保険方式で
補填

（保険金）

保険期間の
収入金額

90％
補償限度額

80％

自己責任部分

保険方式で
補填

（保険金）

保険期間の
収入金額

90％
補償限度額

山
口
県
の
加
入
者

１
︐４
２
４
経
営
体

（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）

NEW
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水
稲
共
済

被
害
申
告
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す 

水
稲
の
収
穫
が
間
も
な
く
始
ま
り
ま
す
。

減
収
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、
必
ず
被
害
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
被
害
申
告
と
は
？

自
然
災
害（
風
水
害
や
干
害
な
ど
）や
病
虫
害
、
鳥
獣

害
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の
旨
を
Ｎ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
申
告
す
る
こ
と
で
す
。
申
告
後
、
損
害
評

価
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
損
害
評
価
と
は
？

減
収
量
を
算
出
す
る
た
め
の
収
量
調
査
で
す
。
調
査

結
果
は
、
お
支
払
い
す
る
共
済
金
を
決
め
る
基
礎
と

な
り
ま
す
。

収穫
共済課

必
ず
収
穫
前
に
被
害
申
告
を
！

収
穫
後
の
被
害
申
告
は
、
被
害
程
度

の
把
握
が
で
き
な
い
た
め
、
損
害
評
価

が
で
き
ま
せ
ん
（
共
済
金
を
お
支
払
で

き
ま
せ
ん
）。
被
害
申
告
は
必
ず
収
穫
前

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

被害申告はNOSAIへ
被害申告の際は、損害評価予定表（加入者へ別途配布します）をご確認
ください。「損害評価書兼野帳（控え）」（以下野帳）に被害状況を記入し、
ご案内の受付会場や電話にて、申告してください。

９
月

3 4 5 6 7 8 9 10
日 月 火 水 木 金 土 日

〈損害評価書兼野帳イメージ〉

〈損害評価予定表イメージ〉

評価日

②�９月４日までに受け付け
た被害申告分を評価日
に評価します。

①��収穫予定日より前に被害田を評価できるよう、
　損害評価書兼野帳により被害申告してください。

※被害申告受付日、評価日は数日設定します。

③評価後に収穫できます。

被害申告に関するお知らせ

被害申告受付日

収穫予定日

〈上記イメージの場合〉
９/９（土）が収穫予定日の場合、評価日の９/７（木）に評価できるよう９/４（月）
の被害申告受付日までに被害申告をして下さい。評価後は、収穫できます。
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被害発生

全相殺方式加入者
ぜんそうさい

半相殺方式加入者
はんそうさい

被害申告
野帳に被害状況を記入してNOSAIに申告

収穫予定に合わせて損害評価
聞き取った収穫予定日に合わせて

損害評価を行います
※立札の設置は必要ありません

評価日に損害評価
あらかじめ決まっている評価日
（損害評価予定表に記載）に
損害評価を行います

予定通りに収穫
損害評価のために収穫作業を

お待たせしません

立札設置
評価日までに被害申告した
すべてのほ場に立札を設置

評価日以降に収穫
評価前に収穫すると共済金を

お支払できませんのでご注意下さい

収入保険にご加入の皆さまへ　被害が発生した場合はNOSAIまでご連絡ください。

損害評価の流れ
※加入方式により被害申告後の流れが異なります。

まとめて立てると
ほ場の特定が
できません

畦畔の真ん中では
どちらのほ場か
わかりません

立
札
設
置
に
関
す
る

お
願
い
と
注
意
点

OK!

立札を目印に現地調査を行います。
見えやすいように稲穂より高い位置に
設置してください。

被
害
申
告
の
立
札
は
評
価
が
終
わ
る
ま
で
設

置
し
た
ま
ま
に
し
て
下
さ
い
。「
評
価
済
札
」は

取
り
付
け
ま
せ
ん
。
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近
年
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
全

国
各
地
で
農
業
用
ハ
ウ
ス
に
大
き
な
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

山
口
県
で
は
、
他
県
の
よ
う
な
大
き
な

被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
も
の
の
、
令
和

４
年
度
は
台
風
11
号
・
14
号
や
12
月
か
ら

１
月
に
か
け
て
の
寒
波
の
影
響
に
よ
り
、

１
７
４
棟
の
園
芸
施
設
に
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

今
後
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
に
、

早
期
に
営
農
が
再
開
で
き
る
よ
う
、
園
芸

施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

●�

付
保
割
合
追
加
特
約
と
復
旧
費
用
の

　

セ
ッ
ト
加
入
で
、
新
築
時
の
資
産
価
値

　

ま
で
補
償
！

●�

小
損
害
不
て
ん
補
１
万
円
特
約
で
、

　

小
さ
な
被
害
も
補
償
！

資産
共済課

園
芸
施
設
共
済

台
風
シ
ー
ズ
ン
到
来
！

備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

こ
こ
数
年
、
園
芸
施
設
の
倒
壊

等
の
被
害
が
全
国
で
多
発
し
て

い
る
こ
と
や
補
償
が
充
実
し
た

こ
と
、
複
数
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
選
択

し
て
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昨
年
度
は
、

新
た
に
２
２
４
戸
の
加
入
が
あ

り
ま
し
た
。

年
々
、
ご
加
入
が

増
え
て
い
ま
す

台
風
前
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

	

被
覆
材
の
た
る
み
や
破
れ
は
点
検
し
ま
し

た
か
？

	

換
気
部
、
被
覆
材
の
隙
間
な
ど
風
の
吹
き

込
み
口
と
な
る
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

	

換
気
扇
を
回
し
て
排
気
し
、
ハ
ウ
ス
内
を

減
圧
し
ま
し
た
か
？

	

ハ
ウ
ス
バ
ン
ド
、
被
覆
材
の
留
め
金
具
に

緩
み
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

	

ハ
ウ
ス
妻
面
の
防
風
ネ
ッ
ト
掛
け
な
ど
応

急
的
な
補
強
は
し
ま
し
た
か
？

加入のポイント

大
き
な
被
害
は

特
約
で
安
心
だ
ね

　
　

昨
年
度
の 

台
風 

被
害

被害写真
で見る

９月19日（岩国市）

台風第14号に伴う
河川の氾濫により
倒壊したハウス

9月19日（防府市）

台風第14号の暴風
によりパイプが
折れ曲がった様子
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令
和
５
年
３
月
末
以
前
の
ご
加
入

令
和
５
年
４
月
以
降
の
ご
加
入
（
現
行
）

家畜課

家
畜
共
済

疾
病
傷
害
共
済
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

　飼料費、資材費が高騰し、畜産経営を大きく圧迫する中、今回の制度改正により
共済掛金負担が増える方もおられます。疾病事故を少しでも早く発見し、事故率を
下げることが共済掛金の負担を減らすことにもつながります。ご理解いただきます
ようよろしくお願いいたします。

※	上の比較は、支払限度額100万円のイメージです。また、掛金の比較のため現行の危険段階別基準共済
掛金率の階層10に近い旧の階層-2を使っています。

＝

＝

＝

21.4万円

17.1万円

10.7万円

掛金

×

×

×

100万円

80万円

50万円

21.4％

21.4％

21.4％

共済金額 現行階層10相当の掛金率

共済金額（補償額） を変えても 掛金率  は同じ

支払限度額に対して共済金額を選択することで掛金が変動

＝

＝

＝

21.0万円

21.0万円

21.0万円

掛金

×

×

×

100万円

80万円

50万円

21.0％

26.3％

42.0％

共済金額 階層10の掛金率

共済金額（補償額） に応じて 掛金率  が変動

・�共済金額にかかわらず、過去の共済金の受取実績に応じた掛金と
なります。

・���掛金は、加入者ごとに適用された危険段階により変動します。

・��共済金額を低くして当年損害率の見込が高くなると、それに応
じて適用される掛金率も変動して高くなるため、一般的に共済
金額を変えても掛金は変わらなくなります。
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みんな ひろばのみんな ひろばの
東
部
支
所

自
慢
の
ト
マ
ト
を
地
元
か
ら
全
国
へ

「
手
を
か
け
た
分
だ
け
お
い
し
い

ト
マ
ト
に
な
る
。
辛
い
と
思
っ
た

こ
と
は
一
度
も
な
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
す
森
光
さ
ん
。

「
大
学
在
学
中
に
ト
マ
ト
農
家
で

ア
ル
バ
イ
ト
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
ト
マ
ト
栽
培
の
楽
し

さ
に
目
覚
め
ま
し
た
」
と
話
す
。

標
高
５
０
０
㍍
の
地
で
、
丹
精

込
め
て
栽
培
す
る
ト
マ
ト
は
、
寒

暖
差
に
よ
っ
て
糖
度
が
増
し
、
甘

く
え
ぐ
み
が
少

な
い
口
当
た

り
が
特
徴
と
い

う
。「

大
潮
の
地

下
水
は
、
温
泉

に
近
い
成
分
な

の
で
、
ト
マ
ト

に
適
度
な
ス
ト

レ
ス
が
か
か
り

ま
す
。
こ
れ
も

糖
度
が
高
い
理

由
の
一
つ
で
す
。

ま
た
、
有
機
成

分
主
体
の
肥
料

や
自
家
製
の
菌

体
液
剤
を
使
用

し
て
病
害
虫
の
発
生
を
抑
え
て
い

る
の
で
、
お
子
様
で
も
安
心
し
て

食
べ
て
い
た
だ
け
ま
す
」

今
年
か
ら
、
食
べ
チ
ョ
ク
（
電

子
商
取
引
サ
イ
ト
）
を
利
用
し
、

念
願
の
全
国
出
荷
が
可
能
と
な
る
。

「
就
農
以
来
の
念
願
が
叶
い
ま
し

た
。
全
国
の
人
に
、
自
慢
の
ト
マ

ト
で
笑
顔
を
届
け
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
る
。

中
部
支
所

竹
を
新
た
な
農
業
資
源
に

「
荒
れ
た
竹
林
の
竹
を
資
源
の
循

環
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」

と
武
石
さ
ん
。

「
高
齢
化
が
進
み
、
タ
ケ
ノ
コ
掘

り
を
す
る
人
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
竹
は
、
資
源
に
も
な
る
し
、

食
材
に
も
な
り
ま
す
」
と
話
す
。

同
社
は
、「
地
元
の
新
た
な
特
産

品
に
な
れ
ば
」
と
約
１
ト
ン
の
メ

ン
マ
の
加
工
生
産
を
目
指
す
。

ま
た
、
竹
炭
の
製
造
・
販
売
、

無
煙
炭
化
器
の
販
売
も
行
う
。「
竹

林
整
備
か
ら
出
た
枯
竹
は
炭
化
し
、

土
壌
改
良
剤
や
畜
産
臭
気
対
策
に

有
効
で
す
。
竹
炭
は
、
数
人
の
地

元
農
家
さ
ん
に
、
そ
の
効
果
を
比

較
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

成
竹
は
、
チ
ッ
プ
や
パ
ウ
ダ
ー

に
し
て
堆
肥
作
り
に
も
活
用
で
き

る
た
め
、
今
後
は
そ
の
製
造
に
も

取
り
組
む
予
定
だ
と
い
う
。

「
竹
は
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用
方
法

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
資
源
と
し

て
、
竹
の
長

所
を
生
か
し

て
い
き
た
い

で
す
」
と
笑

顔
で
話
す
。

周南市鹿野

森
もり

光
みつ

 尚
なお

大
ひろ

さん（29）

山口市徳地　株式会社樹
いつき

武
たけ

石
いし

 智
ち

絵
え

さん（48）
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みなさまからのみなさまからの
話題がいっぱい！話題がいっぱい！

西
部
支
所

母
校
の
生
徒
に
伝
え
た
い

「
立
派
な
ス
イ
カ
に
な
る
ま
で
、

自
分
た
ち
が
『
ス
イ
カ
を
守
っ

ち
ゃ
ろ
う
！
』
と
い
う
気
持
ち
で

取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
児
童

に
話
す
の
は
、
日
置
小
学
校
の
学

習
田
で
、
ス
イ
カ
の
植
え
付
け
体

験
授
業
の
講
師
を
務
め
る
岡
﨑
さ

ん
と
中
川
さ
ん
。

２
人
は
、
日

置
小
学
校
の
同

級
生
で
、「
日
置

す
い
か
」
を
共

に
生
産
す
る
長

年
の
農
業
仲
間
。

体
験
授
業
で

は
、
３
年
生
の

児
童
に
身
振
り

手
振
り
を
交
え

栽
培
方
法
を
説

明
し
、
児
童
と

苗
を
定
植
し
た
。

２
人
で
講
師
を

務
め
て
、
今
年

で
３
年
目
。「
母

校
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
思

い
で
活
動
し
て

い
る
と
い
う
。

「
こ
の
体
験
が
良
い
学
び
の
機
会

に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
中
川
さ
ん
。

「
地
元
の
特
産
品
に
親
し
み
、
農
業

に
も
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら

う
れ
し
い
」
と
岡
﨑
さ
ん
は
話
す
。

今
後
は
、
収
穫
ま
で
定
期
的
に

栽
培
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い

う
。

北
部
支
所

無
角
和
種
に
魅
か
れ
て

「
無
角
和
種
は
、
山
口
県
で
し
か

飼
育
さ
れ
て
い
な
い
希
少
な
種
で

あ
る
こ
と
が
魅
力
で
す
ね
。
角
が

な
い
の
で
臆
病
な
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
が
、
穏
や
か
な
性
格
で
す
」

と
話
す
兼
安
さ
ん
。

農
業
高
校
で
和
牛
４
種
に
つ
い

て
学
び
、無
角
和
種
に
つ
い
て
知
っ

た
と
い
う
。「
無
角
和
種
の
飼
育
に

携
わ
り
た
い
」
と
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
阿
武
町
に
移
住
。

飼
育
を
担
当
し
て
、
２
年
目
に
な

る
。「飼

育
で
特
に
気
を
付
け
て
い
る

こ
と
は
、
牛
の
体
調
変
化
に
早
く

気
が
付
く
こ
と
で
す
。
餌
が
残
っ

て
い
な
い
か
、
下
痢
を
し
て
い
な

い
か
、
毎
日
牛
を
観
察
し
て
早
く

治
療
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま

す
」
と
話
す
。
ま
た
、
家
畜
人
工

授
精
師
の
資
格
を
生
か
し
、
牛
の

種
付
け
も
行
う
と
い
う
。

「
無
角
和
種
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
、
う
れ
し
い
。
積
極
的
に
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
き
た

い
で
す
。
農
業
共
済
組
合
の
マ

ス
コ
ッ
ト
「
ノ
ー
サ
イ
く
ん
」
の

大
フ
ァ
ン
で
す
よ
」
と
笑
顔
で

話
す
。

長門市日置

中
なか

川
がわ

 雅
まさ

生
お

さん（76）・岡
おか

﨑
ざき

 一
かず

一
いち

さん（76）

阿武町

兼
かね

安
やす

 奈
な

美
み

さん（21）
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タテのカギ
1．「夏も近づく〇〇〇〇〇八夜」
 暦で季節の移り変わりの目安とする
雑節のひとつ

2．ヒマワリの花言葉「あなただけを
見つめる」「〇〇〇〇〇」

 太陽神に恋をした少女の神話が
由来となったとか

3．マグロやカツオを油漬け・水煮加工
した食品

5．２つ以上のものが１つに合わさる
こと。ロボットアニメには欠かせ
ない要素です

ヨコのカギ
1．真昼・くもりのない太陽のこと。
少し前にこの題名の歌が流行りま
した

4．秋になるにしたがって、夜の時間
が日に日に長くなっていくことを表す
言葉

6．縦・横・高さの3次元の空間に時間
を加えた4次元で表される空間

7．青森の有名な夏祭り
 巨大で芸術的な山車灯篭を一度は
見てみたいものです

8．右に曲がること。左折⇔〇〇〇

【問題】アルファベット
を順に並べてください。

A B C D E 夏の夜空・天の川を美しく飾る夏の大三角形は、「こと座」ベガ
と「わし座」のアルタイルと「〇〇〇〇〇座」のデネブで結ばれ
ます。織姫様と彦星様は今年も会えたのでしょうか。

前回のクイズの答え：ヤマワラウ
たくさんのご応募ありがとうございました。

応募方法

郵便はがき、メールでご応募ください。
締切：2023年９月20日（水）
メールの場合：kikaku@ymgc-nosai.or.jp

当選者の発表は、商品の発送をもってかえさせていただきます。
応募はがきにご記入いただいた個人情報は、商品の発送、お便りの紹介のために使用させていただきます。
また、広報の取材活動においてお問合せさせていただく場合がございます。

①NOSAIクイズ!の答え
②郵便番号と住所
③氏名（ふりがな）
④年齢＊　
⑤NOSAIへの質問
⑥その他、ご意見・ご要望
等ご自由にお書きくだ
さい。

＊年齢については、差し支え
なければご記入ください。

63 7 5 4-0 0 4 2
山
口
市
小
郡
長
谷
一
丁
目
３
番
３
号

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
口

「
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ク
イ
ズ
！
」係

正解された方の中から
抽選で10名に

QUOカード2,000円分を
プレゼント！

1

A B

2 3 4

C

4

D

5

6

E
7

8 11

D

NOSAI
クイズ！

応募フォームは
こちらから

鳥
獣
害
対
策
コ
ラ
ム
②

前
回
は
、
野
生
動
物
が
餌
を
求
め
て
農
地

周
辺
に
集
ま
っ
て
い
る
状
況
を
説
明
し
ま
し
た

が
、
農
作
物
に
被
害
を
出
す
野
生
動
物
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
、
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？

農
作
物
を
野
生
動
物
か
ら
守
る
方
法
は
、
３

つ
あ
り
ま
す
。

１
．
野
生
動
物
を
寄
せ
付
け
な
い
環
境
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
す
。農
地
周
辺
を
点
検
し
て
、

獣け
も
の

道
の
草
刈
り
・
廃
棄
野
菜
の
除
去
・
追
い
払

い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。（
写
真
1
～
4 

）

２
．
農
地
を
柵
な
ど
で
囲
っ
て
、
野
生
動
物

の
侵
入
を
防
止
し
ま
す
。
柵
と
し
て
は
、
ネ
ッ

ト
柵
・
電
気
柵
・
金
属
フ
ェ
ン
ス
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
考
え
て
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。（
写
真
5
）

３
．
被
害
を
出
す
野
生
動
物
を
農
地
周
辺
で

直
接
捕
獲
す
る
こ
と
で
す
。（
写
真
6
）

最
近
は
、
た
ま
に
農
地
や
農
地
周
辺
に
出
没

す
る
の
で
は
な
く
、
農
地
周
辺
と
農
地
を
餌
場

と
し
て
利
用
し
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
出
没
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
３
つ
の
対
策
を
連
携
し
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
農
地
を
守
る
に
は
、
１
人
で
取

り
組
む
の
で
は
な
く
、地
域
の
皆
さ
ん
が
連
携・

協
力
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

小
枝
専
門
研
究
員

1 2山口型放牧（繁殖用の
雌の和牛を電気牧柵で
囲んだ耕作放棄地に放
牧）による耕作放棄地を
牛の舌刈で整備

3 地域住民による花火によ
るサルの追い払い活動

4 野生動物の餌になる放任
果樹のもぎ取り活動

5 防護柵で獣類の侵入防止
6 農地周辺に集まる獣類を

直接捕獲

1 3

5

2

4 6
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Ｑ
実
家
の
火
災
保
険
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
家
の
解

体
が
決
ま
り
ま
し
た
。
途
中
解
約
で
き
ま
す
か
？

掛
金
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
途
中
解
約
は
可
能
で
す
。
解
体
等
の
申
し
出
が

あ
っ
た
時
点
以
降
の
未
経
過
期
間
に
つ
い
て
は
月

割
り
等
に
よ
り
掛
金
を
返
還
い
た
し
ま
す
。
解
体
等
の
日

程
が
決
ま
り
次
第
、
早
め
に
申
し
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
農
機
具
共
済
で
、
農
機
具
の
加
入
金
額
は
自
分
で

勝
手
に
決
め
て
も
い
い
も
の
で
す
か
？
そ
れ
ぞ
れ

の
農
機
具
の
新
品
あ
る
い
は
中
古
で
基
準
額
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
で
す
か
？

Ａ
中
古
・
新
品
ど
ち
ら
も
同
じ
基
準
額
が
あ
り
ま
す
。

基
準
額
と
な
る
新
調
達
価
額
は
新
品
の
市
場
価
額

で
設
定
さ
れ
ま
す
の
で
、
自
由
に
は
設
定
で
き
ま
せ
ん
。

加
入
金
額
に
つ
い
て
は
自
由
に
設
定
で
き
ま
す
が
、
新

品
に
つ
い
て
は
１
，０
０
０
万
円
の
限
度
、
中
古
の
場
合

は
購
入
費
用
又
は
時
価
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
が
限
度

と
な
り
ま
す
の
で
、
満
額
加
入
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

Ｑ
昨
年
度
、
県
内
に
お
い
て
農
作
業
死
亡
事
故
は
何

件
発
生
し
ま
し
た
か
？

Ａ
農
林
水
産
省
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
令
和
５
年
２
月

10
日
「
令
和
３
年
の
農
作
業
死
亡
事
故
に
つ
い

て
」（
＊
令
和
３
年
が
最
新
情
報
）
に
よ
る
と
、
農
業
機

械
作
業
事
故
の
死
亡
は
全
国
で
１
７
１
件
、
県
内
で
は

４
件
で
し
た
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用

や
安
全
フ
レ
ー
ム
付
き
ト
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
な
ど
、
被

害
軽
減
・
防
止
対
策
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

は
が
き
紹
介

は
が
き
紹
介

●
野
生
鳥
獣
の
捕
獲
を
始
め
て

20
年
。
今
ま
で
に
捕
獲
し
た
イ

ノ
シ
シ
は
１
０
３
０
頭
。
１
／

20
に
中
国
新
聞
に
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
農
家
に
と
っ
て
イ
ノ

シ
シ
の
被
害
は
深
刻
な
問
題
で

す
。
箱
わ
な
も
自
作
し
、
幅
広

く
捕
獲
の
指
導
、
講
師
も
し
て

ま
す
。�

（
熊
毛
郡　

S
さ
ん
）

●
高
齢
で
も
農
業
現
役
が
続
け

ら
れ
る
こ
と
に
何
よ
り
感
謝
し

て
い
る
昨
今
で
す
。

�

（
岩
国
市　

Y
さ
ん
）

●
鳥
獣
害
対
策
コ
ラ
ム
を
興
味

深
く
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
我
が
家
で
も
年
々
、
猪
の

被
害
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
電

気
柵
を
行
っ
て
も
す
べ
て
の
田

ん
ぼ
に
猪
が
出
現
す
る
あ
り
様

で
し
た
。
今
ま
で
出
て
こ
な

か
っ
た
、
道
路
の
車
の
通
る
近

く
の
田
ん
ぼ
に
も
猪
が
出
て
き

て
人
間
と
野
生
動
物
の
イ
タ
チ

ゴ
ッ
コ
で
す
。
耕
作
放
棄
地
が

ふ
え
た
せ
い
か
、
人
が
山
に
入

ら
な
く
な
っ
た
せ
い
か
、
山
に

食
べ
物
が
減
っ
た
せ
い
か
、
人

間
と
野
生
動
物
が
う
ま
く
共
存

で
き
る
方
法
は
な
い
も
の
か
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

�

（
美
祢
市　

I
さ
ん
）

●
田
畑
を
守
る
為
に
県
外
か
ら

U
タ
ー
ン
し
て
来
ま
し
た
。
田

畑
の
草
刈
り
、
現
状
維
持
し
て

い
く
こ
と
が
こ
ん
な
に
大
変

だ
っ
た
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
少
し
ず
つ
や
っ
て

い
き
ま
す
！！
ク
イ
ズ
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
！！

�

（
下
関
市　

T
さ
ん
）

●
自
然
災
害
が
多
い
時
代
、
収

入
保
険
は
命
綱
で
す
。

�
（
山
口
市　

F
さ
ん
）

●
畑
は
や
っ
て
い
ま
す
が
、
野

菜
づ
く
り
は
な
か
な
か
上
手
く

な
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
白
菜
も

種
か
ら
育
て
た
の
も
苗
を
買
っ

て
育
て
た
の
も
結
球
せ
ず
、
せ

め
て
花
芽
を
食
べ
よ
う
と
、
毎

日
収
穫
し
て
は
お
ひ
た
し
や
サ

ラ
ダ
、
シ
チ
ュ
ー
や
カ
レ
ー
の

添
え
に
し
て
食
し
て
い
ま
す
。

来
年
こ
そ
立
派
な
白
菜
を
作
っ

て
毎
日
鍋
三
昧
し
た
い
で
す
。

�

（
周
南
市　

K
さ
ん
）

●
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま

す
よ
。
毎
日
、
野
菜
作
り
に
奮

闘
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
農

業
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
大
変

参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。
気
候

も
よ
く
な
る
中
、
頑
張
っ
て
い

ま
す
よ�

�

（
山
陽
小
野
田
市　

N
さ
ん
）

農
業
共
済
新
聞
は
、

農
家
を
対
象
と
し
た

営
農
や
暮
ら
し
に

役
立
つ
〝
農
業
総
合

情
報
紙
〟で
す
。

「2か月間無料」の試し読み
キャンペーンを実施中 !!

「
農
家
に
学
び
、

 

農
家
に
返
す
」

農
業
共
済
新
聞

・
月
4
回
、

 

毎
週
水
曜
日
発
行

・
年
間
購
読
料

     

５
，５
２
０
円

　

 

（
送
料
込
）

お
知
ら
せ

令
和
６
年　

現
金
納
入
が
廃
止
と
な
り
ま
す

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
現
金
取
り
扱
い
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
全
て
の

共
済
掛
金
等
は
現
金
納
入
か
ら
口
座
振
替
・
コ
ン

ビ
ニ
振
込
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、令
和
５
年
を
移
行
期
間
と
し
、

令
和
６
年
か
ら
現
金
の
取
り
扱
い
は
廃
止
致
し

ま
す
。

口
座
振
替
の
お
申
込
み
、
手
続
き
な
ど
は
、
最

寄
り
の
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

大
切
な
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度
新
入
職
員
（
一
般
事
務
職
）
が 

園
芸
施
設
共
済
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

実
際
の
ハ
ウ
ス
で
、
損

害
評
価
方
法
な
ど
を
学
び

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
採
用
一
般

事
務
職
員
３
名
と
獣
医
師

２
名
の
紹
介
は
、
次
回
冬

号
で
掲
載
予
定
で
す
。

質
問
に

お
答
え
し
ま
す
！

    やまぐち  第34号14



山口県農業共済組合

旬の野菜クッキング
トマト
トマトは、江戸時代「唐なすび」と呼ばれ観賞用とされていましたが、明治時代から食材に
用いられるようになったとされています。鮮やかなトマトは、「見て元気！食べて元気！」になる
野菜。うまみ成分グルタミン酸を含み、さまざま料理でおいしさを引き立ててくれます。

かんたんでおいしい

とまと寿司

ミニトマト..........赤４個、黄４個
めんつゆ（ストレート）........適量
（容器にいれたミニトマトがつかるくらい）
ごはん....................................１合
（A.0.5合は酢飯、B.0.5合ご飯）
　A.しょうがの漬け物..... １かけ
　B.塩こんぶ................ ３つまみ
　B.青ジソ............................３枚

材料（２人分）

トマトだし........................ 300ml
　＊トマト２個をくし切りにして昆布
10gとかつおだし１パックを
水300mlにひたす

バター.....................................10g
豚肉（もも切り落とし）.........60g
白みそ.................... 大さじ２～３
ミツバ....................................適量
白ネギ....................................適量

材料（２人分）

①ミニトマトは洗って水けを拭き、ヘタ部分
を切って中身をくり抜き、めんつゆに一晩
漬ける
②A.しょうがの漬け物をみじん切りにして
酢飯と混ぜて一口サイズに丸める
③B.塩こんぶと青じそは刻んでB.御飯と
まぜて一口サイズに丸める
④①のトマトに３か所ハサミで切り込み
をいれて、②と③にそれぞれかぶせる

作り方

とまとんみそ

①トマトだしを作り、冷蔵庫一晩冷やす。
②鍋にバターを入れて弱火で溶かし、①の
トマトを取り出し、鍋に入れてからめる。
トマトがくたっとなってきたら豚肉を入れ
炒める。
③②に①のトマトだしを入れて、弱火で煮る
④③がぐつぐつと煮えてきたら、火を止め、
白みそをとく。
⑤容器に盛り付け、ミツバと白ネギをお
好みでトッピングする

作り方

東部支所
（岩国市、光市、柳井市、周防大島町、和木町、上関町、
田布施町、平生町、周南市、下松市エリア）
住所：岩国市周東町下久原484番地３
電話：0827-84-0041 FAX：0827-84-0053

北部支所
（山口市（阿東）、萩市、阿武町エリア）
住所：萩市大字高佐下1982番地65
電話： 08388-8-5050 FAX：08388-８-5051

中部支所
（山口市、宇部市、山陽小野田市、防府市エリア）
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-2340 FAX：083-972-3944

西部支所
（下関市、長門市、美祢市エリア）
住所：下関市豊田町大字矢田271番地７
電話：083-250-6208
FAX：083-250-6209

本所
住所：山口市小郡長谷一丁目３番３号
電話：083-972-7500 FAX：083-972-1811

NOSAI山口
ホームページ

表紙の撮影協力
周南市鹿野
森光 尚大さん

取り除いたミニトマトの中身は凍らせて、めんつゆに入れてそうめんと食べる
とおいしいですよ


